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○結果の概要
　男女とも柔軟性や瞬発力において男女ともに全国平均値を上回った。し
たがって前年度の課題であった柔軟性においては改善が見られた。一方「立
ち幅とび」に課題がある。
　１週間の総運動時間が60分未満の児童はおらず、運動する習慣は身につ
いているといえる。

取組の成果と課題、アクションプラン
○これまでの取り組みの成果
・50m走用ライン、トラックのライン、投的板、ラダーライン、縄跳び台、
バスケットゴールやサッカーゴールの常設など児童がすぐに運動ができる
環境を整備していることで、様々な運動に親しみ、継続して運動に取り
組める習慣を身につけることができた。
・学校全体の取り組みとして、かけ足週間やなわとび週間を設定し、全校
児童の体力向上に努めてきた。
・出前授業を通じて、運動のすばらしさや楽しさを体験できる取り組みを
行ってきた。また区体育指導で、本校の児童の課題に沿った指導を重点
的にしていただくことにより、バランスのよい体づくりを図ることができ
た。

令和６年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果
○種目別平均値

創立72年の歴史を誇る内代小学校は、穏やかな雰囲気の地域密着型教育を推進する学校です。校内には、桜の木や、大きな枝を

広げてそびえ立つけやきの木、四季折々の表情を見せてくれるビオトープなどたくさんの自然に囲まれています。また運動場が児童数の

割合に対して広く、子どもたちは活動に制限なく、思い切り運動することができています。 教育活動においては、「対話」を重視した協

働学習の充実をめざしており、ICT機器の効果的な活用や子ども一人ひとりの情報活用能力の向上により、学びの質を高めていきます。「国

語科」では、進んでコミュニケーションをとろうとする子どもの育成を図るとともに「漢字検定」にも継続的に取り組んでいます。「算数科」

では基礎基本の定着に力を注ぎ、「さんすうタイム」を導入して、全校で算数の問題に取り組んでいます。児童が主体的に学習に向かい、

自己実現による達成感が高まるよう寄り添った支援を行います。 　

校長　原田　哲次

【安全・安心な教育の推進】
○小学校学力経年調査・校内調査における「いじめは、どんな理由があって
もいけないことだと思いますか」の項目について、最も肯定的な「思う」と
回答する児童の割合を90％以上にする。
○小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」の項目に
ついて、肯定的に答える児童の割合を90％以上にする。
○児童アンケートにおける「毎日、学校に来るのが楽しいですか」の項目につ
いて肯定的に答える児童の割合を90％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
○小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりできていますか」の項目について、最
も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を63％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
＜ICTにかかわること＞
○授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間
授業日の84％以上にする。
○指導者の指導力の向上を目指し、学期に１回以上の研修を実施する。
＜働き方改革にかかわること＞
○教員が子どもとふれあう時間を創造するように行事や会議等の精選に努
める。

今年度実施予定なし

○結果の概要
令和６年度は全国平均と比べて、国語が２ポイント、算数が４ポイントほ
ど下回る結果となった。学習規律は定着し、意欲的に学習に取り組めるよ
うになっているので、結果は経年的にみると国語・算数ともに向上している。
しかし、全国平均には届いていない。前年度と同じく、大きな差ではないが、
課題が残る結果となっている。

取組の成果と課題、アクションプラン
本校では、特に算数に課題があるととらえ、２年前より算数を研究教科
に設定し、基礎基本の定着を目指して教育活動を行っている。特に学校全
体で毎日５分間の計算タイムを取り入れた。毎日必ず計算をすることで計算
力の向上が見られた。今後は計算だけでなく、図形、文章題なども取り入

令和６年度「全国学力・学習状況調査」結果
○平均正答率（％）

【学力と体力の状況調査については 16 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】

原田　哲次

学力の状況と学力向上に向けた取組

体力の状況と体力向上に向けた取組

れていく。また今年度も引き続き、漢字検定に取り組んでいる。漢字練習
を自主学習として取り組んでいる児童も多く、家庭学習の柱になればと考え
ている。「認めて（ほめて）伸ばす」ということを念頭に置き、自尊感情を
はぐくむとともに児童の学習意欲を高め、学習理解が深まるようにICT機器
を活用しながら授業改善を行う。

国語 算数

66 59

標準服有り

※状況により日程変更や中止する場合が
　あります休日行事等の内容
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